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１
歳
に
な
り
ま
し
た

ニ
ュ
ー
ス
と
話
題

輝
く
恵
那
人

人
と
ま
ち

恵
那
の
今
を

お
届
け
し
ま
す
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募集中

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
総務課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３２４）
死 info@city.ena.lg.jp

　１０月に１歳の誕生日を
迎えるお子さんの写真を募
集します。写真（なるべく１
人で胸から上で顔全体が
写っているもの）の裏に❶
住所❷氏名（ふりがな）❸生
年月日❹性別❺電話番号❻
両親の氏名❼２８字以内のコ
メント❽ケーブルテレビ放
映の可否－を添えて、９月
１５日㈮までに電子メールか
郵送で申し込みください。
　申し込み多数の場合は先
着順で掲載します。

顔全体を
写してね！

江戸時代の料理を再現 県操法大会で４連覇の偉業

父 母

父 母

父 母

お
誕
生
日

　ダウン症で女流書家の金澤翔子さんによる書の実演
が、恵那文化センターで行われました。書かれた言葉は

「共に生きる」。力強い一筆一筆に、観客から大きな拍手
が沸き起こりました。同日、翔子さんの母、泰子さんの
講演会も開催されました。

  

第
４６
回
恵
那
納
涼
水
上
花
火
大
会
が
、
恵
那
峡
さ
ざ
な
み
公
園

一
帯
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
花
火
大
会
は
水
上
に
浮
か
べ
た
３

隻
の
台
船
か
ら
、
夜
空
に
高
く
打
ち
上
げ
ら
れ
る
花
火
と
、
水
面

に
映
る
き
れ
い
な
水
上
花
火
の
両
方
を
楽
し
め
る
こ
と
が
特
徴

で
、
３
万
人
の
来
場
者
が
夏
の
恵
那
峡
を
彩
る
二
千
発
の
花
火
に

酔
い
し
れ
ま
し
た
。

観客を魅了、湖上を彩る大輪の華

三宅 ひまりちゃん

金澤翔子さんが書を実演毫 ７月２５日

  中学校の生徒会役員が、お互いの活動を発表し合い、
学び合う中学校生徒会サミットが開催され、市内の全 8
中学校 32 人の生徒が参加しました。各学校が発表後、

「自ら進んであいさつする恵那市の中学生」を生徒会サ
ミット共同宣言として採択しました。

中学校生徒会が共同宣言 ７月２５日

十六銀行が恵那病院に寄贈 ７月２５日

　山岡町のイワクラ公園で、第 3 回山岡・寒天ふれあ
い祭りが開催されました。名物の「流しところてん」が
無料で体験でき、多くの来場者が本場のところてんを楽
しみました。会場には１１の出店があり、恵那農高生の
ジャムを使った寒天ゼリーなども販売されました。

流しところてんで涼を楽しむ７月２９日

　株式会社十六銀行の創立 140周年記念事業として、
市立恵那病院の再整備に係る備品の贈呈式が市役所で行
われました。寄贈されたのは、市立恵那病院の会計順番
表示システム一式（約 100万円相当）で、７月２５日か
ら総合受付待ち合いで始動しています。

貴大さん あずささん

ス
ウ
ィ
ー
テ
ィ
ー

り
さ
、
い
つ
も
ス

テ
キ
な
笑
顔
を
あ

り
が
と
う

藤井 里
り

咲
さ

ちゃん

浩喜さん 友里さん

１
歳
お
め
で
と
う

♡
元
気
に
大
き
く

な
っ
て
ね
♡

大井町

足立 桜
さくら

ちゃん藤原 杏
あ

妃
き

ちゃん

東野大井町

い
っ
ぱ
い
遊
ん
で

食
べ
て
、
す
く
す

く
元
気
に
育
っ
て

ね
！

１
歳
お
め
で
と
う

♡
こ
れ
か
ら
も
元

気
に
す
く
す
く

育
っ
て
ね
！

重富 柑
かん

花
な

ちゃん

長島町

孝伸さん 康子さん

祝
１
歳
！
い
つ
も

笑
顔
を
あ
り
が
と

う
♡
す
く
す
く

育
っ
て
ね
！

９月生まれ

７月２９日

岩村町

父 母幸一郎さん 知里さん父 母利郎さん 奈津実さん

  中山道広重美術館で「江戸式クッキング」が行われま
した。市内外の子どもら 6 人が参加し、企画展の鑑賞
とワークショップを通じて、江戸時代の人々の生活を学
びました。江戸時代の料理本から現代風にアレンジした
料理を再現。「桜寿司」と「こおり豆腐」を作りました。

８月６日

　瑞穂市で開催された「消防感謝祭」第 66 回岐阜県消
防操法大会に、市消防協会を代表して市消防団中野方分
団が出場し、見事優勝。市消防協会では４連覇の偉業達
成となりました。大会には県内の各地区から選ばれた
30 隊が参加し、日頃の訓練の成果を競い合いました。

8月6日
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お
め
で
と
う
！



　「
農
的
暮
ら
し
へ
の
憧
れ
か
ら
こ
の
道

に
入
り
ま
し
た
」。
１９
歳
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
林
業
に
携
わ
っ
て
き
た
佐
藤
大
輔

さ
ん
。
現
在
、
代
表
を
務
め
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
夕
立
山
森
林
塾
は
、
地
元
の
山
を

守
る
た
め
間
伐
な
ど
の
講
習
や
森
林
保
全

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　「
自
然
に
沿
っ
た
山
づ
く
り
を
し
た
い
」

と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
と
い
う
佐
藤
さ

ん
。
以
前
は
、
林
業
の
仕
事
に
対
す
る
理

想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
み
、
葛
藤
し

て
い
た
と
話
す
。
そ
ん
な
時
に
夕
立
山
森

林
塾
の
活
動
に
誘
わ
れ
、
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
参
加
。「
理
想
を
求
め
て
来
る
人
た
ち

と
一
緒
に
や
れ
る
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
」

と
当
時
を
思
う
。
そ
の
後
、
仕
事
を
独
立

す
る
引
き
金
の
一
つ
に
も
な
り
、
３４
歳
で

個
人
事
業
主
と
な
っ
た
。

　
参
加
し
て
3
年
目
に
し
て
夕
立
山
森

林
塾
代
表
と
な
っ
た
佐
藤
さ
ん
。「
き
つ

か
っ
た
で
す
。
独
立
し
て
１
年
生
で
そ
れ

だ
け
で
大
変
だ
け
れ
ど
、
い
き
な
り
代
表

で
、
木
の
駅
が
始
ま
っ
て
」
と
当
時
を
振

り
返
る
。
そ
の
頃
中
野
方
町
で
始
ま
っ
た

社
会
実
験
「
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

よ
り
、
取
材
な
ど
に
も
追
わ
れ
、
荒
波
の

日
々
を
過
ご
し
た
。
そ
れ
で
も
「
農
的
暮

ら
し
へ
の
憧
れ
か
ら
林
業
を
目
指
し
て
き

た
の
で
、
地
域
お
こ
し
な
ど
の
取
り
組
み

に
真
正
面
か
ら
向
き
合
え
る
」。
そ
れ
が

や
り
が
い
で
あ
り
「
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き

た
こ
と
が
形
に
な
り
だ
し
た
時
や
、
物
事

が
動
き
だ
し
た
時
は
嬉
し
い
で
す
」
と
教

え
て
く
れ
た
。

　
夕
立
山
森
林
塾
の
他
に
も
、
ま
ち
づ
く

り
市
民
協
会
や
野
井
山
造
り
の
会
、
え
な

の
森も

林り

づ
く
り
推
進
委
員
会
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
役
員
を
引
き
受
け
て
い
る
佐
藤
さ

ん
。
そ
れ
は
ま
ち
づ
く
り
と
山
を
守
る
と

い
う
事
を
一
つ
に
考
え
る
か
ら
こ
そ
。「
恵

那
市
は
山
が
多
い
。
生
か
す
こ
と
が
治
山

や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
話
す
。「
自
分
た
ち
の
望
む
暮

ら
し
」
を
求
め
る
人
の
お
手
伝
い
が
し
た

い
、
と
も
話
し
「
人
が
元
気
に
な
っ
て
、

山
や
地
域
が
も
っ
と
豊
か
に
な
り
、
田
舎

に
定
住
す
る
人
が
増
え
た
ら
嬉
し
い
で
す

ね
」
と
語
っ
た
。

▲チェーンソーで間伐作業を行う

地元の山を地元で守る
山を守る活動からまちづくりを支える

□プロフィル

NPO法人夕立山森林塾代表。大阪生まれ奈
良育ちで、２０年前に恵那へ移住した。猫を
２匹飼っている。雑学を調べるのが好き。

佐藤 大輔 さん　４２歳

三郷町野井

恵那で輝いている旬な人を紹介します

今月の表紙

朝日に向かってみんなで
元気にラジオ体操

  8 月 4 日、長島町のまきがね公園多目的広場で夏期巡
回ラジオ体操・みんなの体操会が開催されました。早朝
にもかかわらず１,０００人を超える方が来場し、朝日を浴
びながらラジオ体操を行いま
した。恵那市で開催されるのは
２３年ぶり。全員でラジオ体操
の歌を元気に歌った後、生演奏
の音楽と体操の掛け声に合わ
せ、ラジオ体操を行いました。
その後、講師によるポイント
レッスンも行われました。
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１５５

８月１０日木材利用と工芸技術をＰＲ

　木材利用や森林環境の保全を考えるえなの森
も

林
り

づく
り推進委員会が、木材利用を広めるきっかけづくりに
と「２０１７恵那木工展」を企画し、初めて開催しました。
１０の事業体と個人が出展。会場には、趣向を凝らした
皿や菓子鉢、建具などの木工製品が並びました。

浪漫亭でジャズライブ

　大正村浪漫亭で「S
サ マ ー

UMMER J
ジ ャ ズ

AZZ L
ラ イ ブ

IVE」が開催
されました。昼の部では親子２０組４０人が参加し、東
海地区を中心に活動する「アコースティック・ジャム」
が童謡など６曲を披露。登場した「エーナ」と一緒に参
加した子どもらは演奏に合わせて踊るなどしました。

はたらく車が大集合

  「はたらく車とおはなし会」と題し、市中央図書館に
消防車やごみ収集車などの働く車が集合。実際に動く様
子を見たり、車両に触れたりすることができました。館
内では車が登場する絵本の読み聞かせをするおはなし会
が開かれ、多くの来館者が耳を傾けていました。

えなハヤシで全国へ勝負

　第 3 回全国ふるさと甲子園へ出場する「えなハヤシ
ライスどお～っと混む」が出場報告に市役所を訪れまし
た。全国ふるさと甲子園とは、映画やドラマのロケ地と
なった地域が魅力を競い合うイベントで、8月２６日に東
京都で開かれ、えなハヤシで恵那市をアピールしました。

８月１８日

海外で成長した姿を報告

  7 月３０日から１０日間、オーストラリアへ研修に行っ
た市内中学生１９人と恵那農高生３人が帰国報告を市消
防防災センターで行いました。生徒らは 一人一人が写
真を交えて、緊張しながらもしっかりと１０日間の様子
を来場者に報告しました。

８月１９日８月２０日

８月２０日


